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Recent research focus has been paid to develop a highly efficient, wide bandgap (1.8~1.9 

eV) perovskite layer toward tandem solar cell applications. Here we applied LiTFSI, which has 
been reported to improve electron mobility, in addition to conventional aluminum chloride 
(AlCl3) as dopants applied to the mesoporous titanium oxide layer. Furthermore, an interface 
treatment of poly(9-vinylcarbazole) (PVK) was performed on the mesoporous titanium oxide 
layer, leading to higher durability of the cell. 
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タンデム化によるペロブスカイト太陽電池のさらなる効率向上に向け、ワイドバン

ドギャップ(1.8-1.9 eV)を有するトップセルの特性向上が不可欠である。本研究では、

メソポーラス酸化チタン層に適用するドーパントとして、従来の塩化アルミニウムに

加え、電子移動度の向上が報告されているリチウムビス(トリフルオロメタンスルホ

ニル)イミド(LiTFSI)の適用 1)を試みた。また、無機ペロブスカイト層の耐久性向上を

目的として、二種ドーパントを添加したメソポーラス酸化チタン層に対しポリビニル

カルバゾール(PVK)を用いてさらに界面処理を行った。 

酸化チタン緻密層を形成後、金属塩を添加した酸化チタンペーストのエタノール溶

液を塗布成膜、メソポーラス酸化チタン層を形成した。AlCl3と LiTFSIによる二種ド

ーパントの使用により光電変換特性が向上し、約 13%のセル効率を得た。また、PVK

を用いた界面処理により耐久性についても改善され、室温暗所の耐湿試験では初期効

率の 8割程度を維持した。XRD, SEM による酸化チタン層及びペロブスカイト層の結

晶構造解析もあわせ考察する。 
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of the perovskite solar cell. 
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